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MPは同時に2つの回線を使う

INS64サービスでは「64・64・128」（ロ

クヨン・ロクヨン・イチニッパ）というキャッ

チコピーが示すように64Kbpsの通信チャン

ネル（Bチャンネル）を2つ持っている。

この2つのチャンネルは独立して使用するこ

とができるので、インターネットに接続しな

がら電話を使えるわけだが、同じ相手先に2

つのチャネルとも接続すれば、合計128Kbps

の通信路を確保できることになる。

これをPPPで置き換えて考えてみると、同

じ接続相手に対してPPPのリンクを2つ張っ

て、この2つのリンクを束ねた論理的なPPPリ

ンクを考えることができればよいことになる。

この論理的な束（bundleと呼ばれる）を実

現するためのプロトコルが、PPPを拡張したMP

（PPP Multilink Protocol）である（図1）。

パケットは分割して送る

MPでは、相手と接続する際に、まず相手

側もMPが処理可能かどうかを調べる。相手

がMPを話せない場合には通常のPPPでの通
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信、すなわち64Kbpsで通信できる。相手が

MPを話せる場合には、自分に固有の番号

（電話番号やイーサネットアドレスなど）を相

手に通知する。2本目のリンクを張る際にも

同じような接続処理が行われるが、相手側で

は同じ固有番号を通知したリンクが2つある

ことから、その2つのリンクがbundleを形成

しようとしていることが分かる。このようにし

て論理リンクを作ることができれば、論理リ

ンクを流れるパケットを分割して適宜2つの

リンクに流してやることにより、高速な通信

が可能になるという仕掛けだ。

論理チャネルを流れるパケットは通常の

PPPパケットだが、MPはこれを必要に応じ

て利用できる物理リンクの数と速度にみあう

ように、フラグメントと呼ばれる単位に分割

する。そして各フラグメントにMPのパケット

であることを示すヘッダーを付けて適宜物理

リンクに分けて送出される。MPのヘッダー

にはもとの論理リンク上でのパケットの順番

がわかるように、フラグメントごとに順序番

号が振られている。パケットが小さい場合に

はフラグメントに分割されないこともあるが、

その場合でもMPヘッダーがつけられて送出

される（図2）。

もちろん、受信側では分割されたパケット

を再組み立てし、論理リンクを流れる元のパ

ケットを再現するという処理が行われる。

このようにMPは複数の物理リンクを束ね

る手続きと、パケットを分割して送受信と再

組みたてをするための手続きを定めているプ

ロトコルであるわけだが、使用するリンクの

種類や数については何も規定していない。

異なる通信方式も束ねられる

ここでは、INS64の2Bチャンネルを使うこ

とを想定して説明をすすめてきたが、MPは

モデムでの接続を束ねるのに利用することも

できるし、2本のINS 64回線を束ねて合計

256Kbpsの束を作るのに使うこともできる。

また、回線の種類が異なっていてもかまわな
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本誌でも創刊当時からISDNを使ってのインターネットへの接続が記事としてとりあげ

られていたが、この2年ほどのあいだにISDNが急速に一般ユーザーの間に普及するとと

もに、プロバイダーの接続サービスも大きく変わってきている。ISDN接続サービスの開

始当初にはV.110を利用した非同期のPPP接続が主流だったのが、非同期・同期変換

機能を装備したTAの登場やISDN用PCカードが安価になったことにより、64Kbpsで

の同期接続サービスがすっかり一般ユーザーの間にも定着した感がある。そして、最近

では128Kbpsでの接続サービスを提供するプロバイダーもみうけられるようになった。

本稿では、128KbpsでのPPP接続を実現するMPについて簡単に解説するとともに、

今後の技術的動向について説明したい。

128Kbps通信が身近になる！

MP（PPP Multilink Protocol）
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いので、（プロトコルとしては）モデムとISDN

という組み合わせにも適用できることになる。

これらの機能が実際に実現できるかどうか

は、使用する機器のハードウェアやMPの実

装に依存することになる。ウィンドウズNT4.0

ではMPが標準でサポートされており、モデ

ムを束ねることもできるようだ。

動的に帯域を変えられる

さて、再度ISDNで2つのBチャンネルを使

って通信することを考えてみよう。MPでは、

最初のリンクができてからすぐに2本めのリン

クを作る必要はない。最初のリンクでしばら

く通信をしてから、「通信量が増えてきたか

ら、2本目を足したほうがいいかな」と判断

した時点で束を太くしてもかまわないのであ

る。逆に、通信量が減ってきたならば2本の

リンクを1本に減らしてしまってもかまわない。

それぞれの物理リンクは、独立したPPPリン

クと考えることができるので、独立に接続・

切断できる。このように、通信量を常時監視

していて必要に応じて通信路を太くしたり細

くしたりすることができれば、スムーズな通信

が行えるうえに、通信費用も必要最低限に抑

えられる。動的にリンクの太さを調節する機

能は、BOD（Bandwidth On Demand）機

能と呼ばれる。

MPは、BOD機能を実現するための基本

的な枠組を提供しているが、MPを実装して

いる通信機器が、必ずしもBOD機能をサポ

ートしているとは限らないので注意してほし

い。通信量の監視の仕方や、リンクの増減

のきっかけの制御方法は実装によって異なっ

てくる。安価なMPをサポートしたTAでは、

増減を変更できない場合がある。多少値段

は高くなるが、ISDNルーターの場合にはほ

とんどの機種が増減のきっかけを指定できる

機能を有している。たとえば、「現在の帯域

幅の70%以上を使用するようになったら、も

う1本リンクを追加」というように指定でき

る。

料金が余計にかかる場合もある

このようにしてBOD機能を使うことにより必要

な時にだけ必要な帯域幅を利用できるが、注意

しないと通信コストがかえって割高になってしまう

場合もある。たとえば、同一局内の接続先と

の間でちょっとした画像ファイルのダウンロ

ードが2回発生したとしよう。

ダウンロードの

度にBOD機能

が働き、2Bチャ

ネルを使用し、ダウン

ロードが終了すると

しばらくして自動的

に1Bに戻るものと仮定する（図3）。この場

合、図に示すように、帯域幅の変化には2つ

の山が生じることになる。2つめのリンクを作

るためには、その度に発呼する必要があるか

D

図2：MPにおけるパケットの分解と送出
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4. 物理リンクに分けて送出

最初のパケットにはMPヘッダーとPPPヘッダーの両方がつく

図1：MPによって作られる論理的通信回路
ISDNは1つの回線で64Kが2本使える。MPはそ
の2本を束ねて128Kの回線として使う。
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図3：BOD機能を使うと余計に課金される場合がある

1の時点での課金　10円
2の時点での課金　10円
3の時点での課金　10円

計　30円

1の時点での課金　20円

計　20円

●最初から最後まで2Bで接続した場合

●BOD機能を利用して動的に帯域を変化させた場合

BOD機能が働いたために、
帯域が増減するたびに課
金が発生し、10円余計にか
かってしまった。
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ら、1つめのリンクにかかる通信費用と合計

して、最低でも30円はかかることになる。と

ころが、全体の通信時間が3分未満で済んで

しまうのであれば、最初から最後まで2つの

リンクを継続して使用していても20円しかか

からなかったハズだ。通信量の変化にあまり

敏感に反応してしまったために発呼の回数が

増えてしまい、損をしてしまったわけだ。

料金体系を考えて設定

実際にBOD機能を使用する場合には、接

続先との通信料金の体系を考慮して、通信

量の増減に応じてどの程度敏感にリンクの増

減をおこなうかが通信費用の削減を達成する

うえでのキーとなる。

ルーターによっては、単に増減のきっかけ

となる帯域幅使用量の閾値を設定できるだけ

でなく、その状態が何秒連続した時点で増減

の制御を実施するかを指定することにより、

通信パターンに応じたBOD制御を可能にし

ているものもある。この例でみたようにINS64

サービスでは、1つ1つの呼がその時間に応じ

て課金されるが、ISDNテレホーダイを利用

すれば、2Bを使おうが料金は均一になる。し

たがって、夜中にしか利用しない人であれば、

料金を気にせず常時2Bで接続してしまうこ

とができる。

MPはBACPへと発展する

MPはインターネットでの標準的なプロトコ

ルの1つとして策定することを目標として

IETFのPPP WGで仕様が作成され、2年ほ

ど前にRFC1717として公開された。それを

機に、多くのルーターや通信ソフトのメーカ

ーが実装し、相互接続の検証を進めてきた。

そして、この8月に仕様の曖昧さを排除し、

不明確だった点を付記したRFC1990が出さ

れた。RFC1990ではDS（Draft Standard）

という正式な標準の一歩手前の段階に位置

づけられているが、実際に多くの実装がなさ

れており、現実的にはほぼ標準的なプロトコ

ルとして扱われていると言ってかまわない。

標準化が一歩すすむとともにウィンドウズ

NT4.0でのサポートが加わり、普及にはずみ

がつきそうなMPだが、IETFではさらに明示

的に呼の増減の制御をおこなうために、

BACP（ Bandwidth Allocation Control

Protocol）の策定が進行しており、近日中

にPS（Proposed Standard）としてRFC

になりそうだ。BACPでは、リンクの増減に

先だって接続相手の了解を得る手続きを定め

ている。これにより、追加発呼の要求を受け

た側では、着信のために必要な回線資源をあ

らかじめ予約したり、呼び出すべき電話番号

を要求側に返答したりすることができるよう

になる（図4）。

MPでは、このような電話番号情報の交換

機能はないので、あらかじめ決められた複数

の電話回線を使用したり、複数回線で代表

を組んでおいたりする必要があったが、その

ような手配が不要になる。プロバイダーでは

もともと多数にサービスを提供する都合から

多くの回線をあらかじめ用意して代表を組ん

でおくのが普通だが、必要に応じて回線を追

加する一般企業のネットワーク管理者にとっ

ては便利な機能だろう。
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●リモートユーザー ●中央拠点

アクセス機器
アクセスサーバー

図4：MPとBACPの違い
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あと3本のBチャンネルが必要

MPは帯域を変えるとき、リモートユーザーとアクセスサーバーの間で
情報のやりとりがされないが、BACPはさまざまなやりとりが行われる。

2本のBチャンネル利用可能。
456-7890と456-7891をコールしてください

了解。2つの着呼準備をしてください

1本のBチャンネル（456-7891）を開放します

了解。Bチャンネルの開放準備完了

2つの呼設定、帯域幅追加

1つの呼開放、帯域幅減少

●リモートユーザー
●中央拠点

アクセス機器
アクセスサーバー

その後
・
・

2つの呼設定、帯域幅追加

1つの呼開放、帯域幅減少

MP

BACP
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■まずISDNの契約とTAが必要

MPでの接続をするには、まずISDN回線

を導入する必要がある。ISDNの導入につい

ては、本誌でも以前詳しく説明したので、こ

こでは省略させていただく。

ISDNをすでに契約している人の場合、MP

に対応したTA（ターミナルアダプター）やル

ーターが必要だ。現在発売されている主なTA

の中で、MPをサポートしているものを表にま

とめてみたので参考にしてほしい。なお、現

在持っているTAがMPに対応していなくて

も、アップグレードが受けられる可能性もあ

るのでメーカーに問い合わせてみることをおす

すめする。

■MPをサポートしているプロバイダ
ーに加入しよう

次に、MPによる接続をサポートしている

プロバイダーに加入する必要がある。詳しく

は巻末の「主な商用サービスプロバイダー料

金一覧」と「アクセスポイントマップ」を見

てみよう。「料金一覧」では、端末型ダイア

ルアップIPとLAN型ダイアルアップIPで、

「ISDN」の項目に「128」と記載してあるプ

ロバイダーがMPをサポートしているプロバイ

ダーだ。「アクセスポイントマップ」では「ダ

イアルアップ（ISDN）」の項目で同期接続の

接続速度が「128K」のものがMPサポート

である。もし現在加入しているプロバイダー

がMPをサポートしている場合でも、料金体

系が通常の同期64Kbpsのサービスよりも高

く設定されているなどの理由で、新たに契約

が必要な場合もあるので注意しよう。詳細は

各プロバイダーに問い合わせてほしい。

■PC/AT互換機とPC-98は高速シ
リアルボードが必要

さらに、外付け型のTAを使ってMPを利用

しようとした場合、PC/AT互換機やNECの

PC-98シリーズではシリアル（RS-232C）ポー

トの速度は115.2Kbpsまでしか出ないものが

ほとんどなので、それ以上のトラフィックが起

こるとトラブルが起きる可能性がある。そこで、

高速シリアルボードを使うことをおすすめす

る。これらを使えばTAとPCの間を128Kbps

以上でデータのやりとりができるように設定

できる。現在発売されている主な高速シリア

ルボードを表にまとめてみたので購入する際

の参考にしてほしい。なお、内蔵ボード型の

TAやPCカード型のTAの場合は関係ない。

マッキントッシュの場合はシリアルが高速

に設定できるので、「Free PPP」などのPPP

ソフトウェアでDTE速度を230.4Kbpsに設

定すればよい。

また、ダイアルアップルーターを使う場合

はイーサネット経由の接続になるので、この

ような設定は必要ない。その代わり、ネット

ワークボードを取り付けて各種の設定をする

必要がある。今月号の特集でも解説している

ので参考にしてほしい。

`

MPを実際に使うには・・・編集部

MPをサポートしている主なTA

115.2Kbps以上での接続が可能な通信ボード

品番 DTE最大通信速度 対象機種 添付する通信ドライバ 価格 製造元 発売元 問い合わせ先
PC/AT互換機 PC-98

ESP01-98/ESP02-AT 921.6Kbps ○ ○ ウィンドウズ3.1 16,800円 緑電子㈱ カテナ㈱他
Fast Serial 460 460.8Kbps ○ × ウィンドウズ3.1/95/NT 12,800円 プラネットコミュニケーションズ㈱ プラネットコミュニケーションズ㈱ 0120-415976
MC-RS98 230.4Kbps × ○ ウィンドウズ3.1/95（注） 16,800円 ㈱マイクロ総合研究所 ㈱マイクロ総合研究所 03-3458-9021

（注）ウィンドウズ95用の高速通信ドライバーはNIFTY-Serveよりダウンロード可能

型番 発売元会社名 価格 問い合わせ電話番号

MN128 エヌ・ティ・ティ・テレコムエンジニアリング東京株式会社 オープンプライス（通販価格39,800円） 0120-128064
AtermIT55 日本電気株式会社 37,800円 0120-361138
AtermIT55DSU 日本電気株式会社 54,800円 0120-361138
Zyxel Omni ダイナラブ・ジャパン株式会社 49,800円 03-3224-3176
ネットドルフィン ネクストコム株式会社 49,800円 03-5321-3260
TS128GA2 サン電子株式会社 36,800円（DSU付きは56,800円） 0120-86-3810
ThunderCardDD1280（PCカード型） エヌ・ティ・ティ・インテリジェントテクノロジ株式会社 44,800円 045-651-7511
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